
令和５年度学校評価に関わるアンケート（教員回答）※回答数１９

【開かれた学校づくり】
●ホームページや紙媒体よりも、SNSでの宣伝
も行ってもよいのではないかと思っています
●今年度はFURANO HIGH SCHOOLを見
ていない気がします。
●もう少しclassroomでの情報発信をしたほ
うがいいと自身で反省しています。
●昨年度と比べて、ホームページ更新の頻度が
下がっている。担当者はもとより、各授業の教
科担任サイドで、情報の発信を意識していくべ
き。

【防災意識の啓発】
○近年防災教育の重要性が高まっている中、煙
を炊いたりとより現実的なシチュエーションを
想定して実施されていたと思う。
○防災点検日に合わせて、防災意識向上のた
めの内容を校内放送を流す、Classroomで配
信するというのもありだと思いました。
●避難訓練の私語など細かく指導できたらと
自身で反省しています。

【学力向上】
●授業評価の取り組み状況や観点別学習状況
の評価等から授業改善については、個人差がで
ており、全体的に停滞している。授業改善の内
容もテーマや内容を絞って取り組んでいくべ
き。
●スタディーサポートの活用などもっと積極的
にできたらよかった反省しています。



【教育課程】
●複雑な教育課程となっているため、科目選択
指導に課題がある。
○教科内議論の活性化、担任が教務が説明で
きるような内容充実に努めていかなければな
らないと感じている。
●生徒にとってわかりにくい状態になっている
ように思えます。選択の群も見直しが必要か
と。数Cの２年次選択も見直した方がいいと思
います。ただ、異年次などがあり表現科目を選
択しやすくなったことはよかったと思います。
○ICTの活用については、私も含めもっと研修
をして活用できるように情報の共有が必要か
と思います。

【生徒指導】
○クラスの中で生徒の実態を常日頃から観察
していき、人間関係の悪化や不登校などの兆候
を見逃さないようにする。
●今の時代に合わないかもしれませんが、適切
なしようができないのであれば、スマートフォン
の使用は制限をかけてもいいのかもしれませ
ん。授業では、Chromebookだけの使用でも
いいのではないかとさえ思います。
●スマホの使用については、一部の生徒達は場
所や状況を考えられずに使用してしまう場面も
見受けられので、指導していく必要はあるかと
思います。



【保健】
●意欲的に清掃する生徒が少なくなり、全員で
清掃しようという意識も薄れている気がしま
す。
●校内の廊下に落ちているゴミについて話を
する場面が見られたので、委員会を中心に啓蒙
活動をしていく必要があるかと思います。

【進路シラバスの活用】
●年に一回しか活用できていない感じになっ
てしまい、反省しています。

【希望進路の実現】
○年次ごとの取り組みがまだ多いかと思いま
す。様々に共有できると良いのですが。

【進路情報の提供】
●提供内容や方法、時期については、マンネリ
にならず工夫できる余地がある
○こまめに情報発信をしていきたいと思いま
す。
●生徒の進路決定状況など、教諭間の情報共
有がもっとあってほしいと感じている。（定例職
員会議の報告のみではなく）

【教育相談】
○情報の共有と教員間の理解、気遣いが必要
だと思います。


